
し
て
い
る
子
ど
も
を
夏
休
み
や
冬
休
み
の
間
の

数
日
間
だ
け
預
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
　
宮
城
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
7
8
4-

3
5
8
3

　
　
み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や
き

☎
7
1
8-

1
0
3
1

◆
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
金
相
談

　
東
北
税
理
士
会
塩
釜
支
部
で
は
、「
税
理
士
記
念

日
」に
ち
な
み
、次
の
と
お
り
税
理
士
に
よ
る
無
料
の

税
金
相
談
を
行
い
ま
す
。所
得
税
や
相
続
税
・
贈
与

税
な
ど
、税
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
と
　
き

　
2
月
5
日
㈯

　
受
付
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
と
こ
ろ

　
塩
釜
商
工
会
議
所（
塩
竈
市
港
町
1-

6-

20
）

問
　
東
北
税
理
士
会
　
塩
釜
支
部

☎
3
5
6-

8
4
2
1

◆
N
T
T
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
1
1
9
番
一
時
的
接
続
不
可
事
象
に
つ
い
て

　

塩
釜
地
区
管
内（
塩
竈
市
、多
賀
城
市
、松
島

町
、七
ヶ
浜
町
お
よ
び
利
府
町
）に
お
い
て
、2
月

18
日
㈮
午
前
0
時
か
ら
午
前
5
時
の
間
、N
T
T

電
話
交
換
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
を
実
施
し

ま
す
。そ
の
際
、N
T
T
固
定
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
、
1
1
9
番
に
つ
な
が
ら
な
い（
話

中
）事
象
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

再
度
、か
け
直
す
か「
0
2
2-3
5
5-9
7
0
4
」

に
か
け
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
な
い
時
間
は
3
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
通
話
中
の
回
線
は
切
断
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
故
障
時
等
の
お
問
い
合
わ
せ
】

　
電
話
の
故
障
、
不
具
合
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

N
T
T
の
固
定
電
話
・
公
衆
電
話
よ
り
、
市
外

局
番
な
し
の「
1
1
3
番
」N
T
T
東
日
本
故
障

受
付
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
令
和
3
年
度
母
子
父
子
家
庭
等

特
別
相
談（
後
期
分
）

　
母
子
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養
育
費
や
親
権
等
の

諸
課
題
解
決
の
た
め
、無
料
の
弁
護
士
相
談
を
実
施

し
ま
す
。各
日
程
と
も
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
実
施
日
等
】

●
と
　
き

　
①
2
月
15
日
㈫　
午
後
1
時
〜
午
後
2
時

　
②
2
月
17
日
㈭　
午
前
10
時
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　
①
登
米
合
同
庁
舎
内　
登
米
地
域
事
務
所

く
ら
し

◆
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

（
こ
こ
ろ
ぴ
ー
す
）を
開
催
し
ま
す

　
コ
ロ
ナ
禍
で
悩
み
や
不
安
を
抱
え
る
女
性
や

女
の
子
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。起
業
・

就
労
・
就
学
・
友
人
関
係
・
家
族
の
こ
と
・
子
育
て
・

介
護
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り
ご
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
の
で
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き　
2
月
8
日
㈫
、
2
月
20
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
と
こ
ろ　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府
南
館
3
階　

　
　
　
　
　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

※
会
場
、
時
間
に
つ
い
て
の
詳
細
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

0
8
0-

8
2
1
5-
4
7
5
9

0
9
0-
1
8
9
8-

4
8
1
2

◆
養
育
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

　
里
親
と
は
、様
々
な
理
由
か
ら
親
と
一
緒
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、自
ら
の
家
庭

に
迎
え
入
れ
、温
か
い
雰
囲
気
の
中
、愛
情
と
真
心

を
持
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
々
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。実
際
に
子
ど
も
を
預
か
る
期
間
は
数
日
か
ら

数
年
ま
で
様
々
で
、児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所

みんなの
広場

Information
インフォメーション

◎
も
よ
お
し
等
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

◆
春
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

3
月
1
日
㈫
か
ら
3
月
7
日
㈪
ま
で
、

　
　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。　

令
和
3
年
は
令
和
2
年
よ
り
も
火
災
件
数
が
大

幅
に
増
加
し
、
建
物
火
災
と
車
両
火
災
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。
建
物
火
災
に
つ
い
て
は
、

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に

交
換
す
る
こ
と
や
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は

安
全
装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
し
、
火
災
の

発
生
を
防
ぐ
取
組
み
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

車
両
火
災
に
つ
い
て
は
、
安
全
運
転
に
心
が
け
て

定
期
的
な
点
検
整
備
を
お
勧
め
し
ま
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
10
の
ポ
イ
ン
ト

　
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
か
ら
発
生

す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
、

十
分
な
注
意
を
は
ら
い
、
4
つ
の
習
慣
と
6
つ
の

対
策
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
!

※
詳
し
く
は
、「
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
」ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
安
心
情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
利
府
消
防
署　
　

☎
3
5
6-

2
2
5
1

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
調
査
に
つ
い
て
　

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
に

つ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
　

3
月
〜
5
月
中
旬

●
調
査
世
帯
数（
調
査
実
施
機
関
）

　
利
府
町
1
0
0
世
帯（
利
府
消
防
署
に
よ
る
調
査
）

●
調
査
方
法　
郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
返
信（
無
料
）に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

　
　
消
防
本
部
予
防
課
☎
3
6
1-

1
6
1
7 

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
設
置
・
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

問
　
利
府
消
防
署　
　

☎
3
5
6-

2
2
5
1

 

12
月
の
事
故
火
災【
町
内
】

◎
交
通
事
故　
　
　
　
　

8
件 （
99
件
）

　
前
年
度
同
期　
　
　
　
4
件 （
95
件
）

◎
火
災　
　
　
　
　
　
　
0
件 （
5
件
）

　
前
年
度
同
期　
　
　
　
0
件 （
6
件
）

　
　
　
　
（　
）内
は
1
月
か
ら
の
累
計

　
②
宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
弁
護
士

　
①
及
川 　
毅 

弁
護
士

　
②
高
橋 

篤
広 

弁
護
士

問
　
①
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
登
米
地
域
事
務
所
　
母
子
・
障
害
班

☎
0
2
2
0-

2
2-

6
1
1
8

　
②
宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎
0
2
2-

2
9
5-

0
0
1
3
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